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新
た
な
本
店
、
現
在
「
本
館
」
が
あ

る
こ
の
場
所
は
、江
戸
時
代
に
「
金
座
」

（
注
2
）
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
こ
の
場

所
が
新
本
店
の
敷
地
と
し
て
選
ば
れ

た
理
由
は
、
周
り
に
多
く
の
金
融
機
関

が
軒
を
連
ね
、
常と

き

磐わ

橋
を
隔
て
た
大
手

町
に
は
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
や
紙
幣

寮
（
現
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
）

が
あ
り
、
連
絡
の
便
が
良
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
銀
行
は
、明
治
十
八
年（
一
八
八

五
）
か
ら
明
治
二
十
九
年
に
か
け
て
、

　

日
本
銀
行
は
、明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）十
月
、隅
田
川
下
流
の
旧
永
代
橋（
現

在
の
日
本
橋
箱
崎
町
）
の
た
も
と
に
あ

っ
た
「
旧
北
海
道
開
拓
使
物
産
売
捌
所
」

（
写
真
２
）
の
建
物
を
本
店
と
し
て
開
業
し

ま
し
た
（
図
１
）。
同
年
二
月
に
廃
止
さ
れ

た
北
海
道
開
拓
使
の
建
物
を
政
府
か
ら

借
用
し
た
仮
店
舗
で
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
ベ
ネ
チ
ア
ン
・
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
の
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
、
英

国
人
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（
注
1
）

の
設
計
に
よ
り
明
治
十
四
年
（
一
八
八

一
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ち
な

み
に
こ
の
建
物
の
設
計
に
は
後
の
本

店
本
館
（
以
下
、「
本
館
」）
を
設
計
す

る
辰
野
金
吾
も
工
部
大
学
校
の
学
生

と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
辰
野
金

吾
と
日
本
銀
行
の
か
か
わ
り
は
こ
こ

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

仮
店
舗
は
、
こ
の
建
物
を
当
時
の
本

館
と
し
て
、
周
囲
に
営
業
場
（
木
造
二

階
建
て
）
や
金
庫
（
土
蔵
造
り
平
屋
）

な
ど
を
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

増
築
し
た
も
の
の
、
手
狭

感
も
あ
り
、
満
足
で
き
る
本
店
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
明
治
十
六
年
に

は
新
た
な
本
店
移
転
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
本
店
移
転
後
も
迎
賓

館
的
役
割
を
務
め
ま
し
た
が
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災

で
焼
失
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
地
に

「
日
本
銀
行
創
業
記
念
碑
」（
写
真
３
）
が

建
っ
て
い
ま
す
。

開
業
時
の
建
物写真 1　辰野金吾 　明治・大正

期の建築家。工部大学校（現在の
東京大学工学部）造家（建築）学
科を卒業。英国人ジョサイア・コ
ンドルに学ぶ。日本銀行本店本館
のほか、東京駅などの日本を代表
する建築物を数多く手掛けた。

本
店
の
移
転
場
所

日
本
銀
行
文
書
局
技
師　

中
村
茂
樹

　
日
本
銀
行
本
店
の
本
館
建
物
は
、
辰
野
金
吾
（
写
真
１
）
の
設
計
に
よ
り
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
に
建
築
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
人
建
築
家
に
よ
る
最
初
の
国
家
的
建
築
と
し
て
日
本
の
建
築
史
を
見
る
上
で
極
め
て
重
要
な
建
物
で
す
。
昭
和
四
十
九

年
（
一
九
七
四
）
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
銀
行
の
建
物
と
し
て
は
、
こ
の
「
本
店
本
館
」
以
外
に
も
、
大
阪
支
店
の
旧
館
、
旧
小
樽
支
店
、
旧
広
島
支
店
、
ま
た
、

現
在
は
日
本
銀
行
が
所
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
旧
京
都
支
店
、
旧
松
江
支
店
、
旧
岡
山
支
店
な
ど
も
、
建
築
史
を
見
る
上
で
重

要
な
建
物
で
す
。
今
回
、
五
回
の
連
載
に
よ
り
、
日
本
銀
行
本
店
本
館
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
銀
行
の
建
物
の
建
築
上
の
特
徴
や

歴
史
を
ご
案
内
し
て
い
き
ま
す
。
第
一
回
目
は
、
本
店
本
館
が
誕
生
す
る
ま
で
を
概
観
し
て
い
き
ま
す
。

図 2　日本橋の敷地地図　
太線内は購入した敷地を示す。

1

日
本
銀
行
の
建
物　
そ
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て

本
店
本
館
の
誕
生

壮大な緑門で飾り付け
られた新本店の落成式
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当
時
の
日
本
橋
区
本
町
一
丁
目
、
本

ほ
ん
り
ょ
う両

替が
え

町
、
本ほ

ん
か
わ革

屋や

町
の
土
地
約
五
三
〇
〇

坪
を
三
井
組
や
そ
の
他
の
所
有
者
か
ら

購
入
し
ま
し
た
（
図
２
）。

　

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
ご
ろ
に

日
本
橋
川
の
常
磐
橋
か
ら
日
本
銀
行

の
敷
地
を
写
し
た
写
真
（
写
真
４
）
を
見

ま
す
と
、「
金
座
」
の
跡
地
が
小
さ
な

民
家
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
な
お
、
手
前
に
あ
る
常
磐
橋

は
現
在
も
旧
常
盤
橋
と
し
て
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
本
店
の
設
計
者
は
ご
承
知
の
よ

う
に
当
時
の
建
築
学
界
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
辰
野
金
吾
で
す
。
辰
野
は
コ

ン
ド
ル
が
育
て
た
工
部
大
学
校
の
一

回
生
で
、
当
時
三
四
歳
の
若
さ
で
工
科

大
学
の
教
授
と
臨
時
建
築
局
工
事
部

長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

辰
野
は
設
計
に
先
立
っ
て
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
八
月
か
ら

一
四
カ
月
に
わ
た
り
欧
米
に
出
張
し

ま
し
た
。

　

各
国
中
央
銀
行
の
建
物
、
特
に
日
本

銀
行
の
諸
制
度
の
参
考
と
な
っ
た
ベ

ル
ギ
ー
中
央
銀
行
を
つ
ぶ
さ
に
研
究

し
、
新
本
店
の
モ
デ
ル
と
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
十
二
年
十
月
に
帰
国
し
た

辰
野
が
日
本
銀
行
に
提
出
し
た
設
計

図
は
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
石せ

き
ぞ
う造

大

建
築
で
、
コ
ン
ド
ル
風
の
レ
ン
ガ
造
り

が
全
盛
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、

ま
さ
に
わ
が
国
に
お
け
る
初
の
本
格

的
洋
風
石
造
建
築
で
し
た
。

　

建
築
予
算
を
大
幅
に
超
え
て
い
た

た
め
日
本
銀
行
内
外
で
大
議
論
に
な

る
中
、
時
の
川
田
総
裁
（
注
３
）
は
「
予

算
が
一
〇
〇
万
円
な
れ
ば
こ
そ
、
設
計

に
辰
野
を
採
用
し
た
」
と
し
て
辰
野
を

擁
護
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
二
十
三
年
八
月
の
株
主
総
会

に
お
い
て
、「
こ
の
建
物
は
日
本
銀
行

の
永
久
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
『
金
庫
は
数
百
千
万
の
金
銀
財
宝
を

蓄
積
す
る
』
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
世

評
に
か
か
わ
ら
ず
、
姑こ

息そ
く

に
流
れ
ず
、

将
来
の
発
展
を
思
い
、
堅け

ん
ろ
う牢

、
広
壮
な

も
の
を
造
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
し
て
政
府
と
株
主
総
会
の

承
認
を
取
り
付
け
、
総
工
事
費
八
〇
万

円
（
最
終
的
に
は
一
一
二
万
円
）
の
工

事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
翌
九
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

図 1　開業地の本店

写
真
５
（
次
頁
）
は
着
工
約
一
カ
月
後
の

地
盤
工
事
（
根
切
工
事
）（
注
４
）
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
先
程
の
民
家
は
す

べ
て
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

後
方
に
は
、
清
水
組
（
現
在
の
清
水
建

設
）二
代
目
の
清
水
喜
助
が
手
掛
け
た
、

三
階
建
て
の
「
為
替
バ
ン
ク
三
井
組
」

（
現
在
の
三
井
住
友
銀
行
日
本
橋
支
店
）

の
建
物
が
、
さ
ら
に
そ
の
向
こ
う
側
に

「
越
後
屋
」（
現
在
の
日
本
橋
三
越
本
店
）

が
確
認
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
除
け
ば
、

「
本
館
」の
設
計

「
本
館
」
建
設
工
事

写真 2「旧北海道開拓使物
産売捌所」（日本銀行金融研
究所アーカイブ所蔵）

写真 3「日本銀行創業記念
碑」  昭和 57 年（1982）に
日本銀行創業 100 周年を記
念して建立した。

写真 4　常磐橋から見る本店建築前の日本橋敷地
（明治 20 年ごろ撮影、日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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ま
さ
に
民
家
の
中
に
こ
つ
ぜ
ん
と
巨

大
な
建
物
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

工
事
の
過
程
を
同
一
場
所
か
ら
定

期
的
に
記
録
し
た
写
真
が
あ
り
ま
す
。

最
初
の
写
真
（
写
真
６
）
は
、
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事
が
完
了
し
、
地
下
階
の
工

事
に
着
手
し
た
時
の
も
の
で
す
。
写
真

に
白
く
写
っ
て
い
る
部
分
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
底
盤
で
建
物
の
荷
重
を
直
接

受
け
る
た
め
に
二・
七
メ
ー
ト
ル
の
厚

さ
が
あ
り
ま
す
。地
盤
が
良
好
の
た
め
、

一
部
を
除
き
基
礎
杭ぐ

い

は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

次
の
写
真
（
写
真
７
）
は
、
一
階
外
壁

部
分
の
レ
ン
ガ
と
石
を
並
行
的
に
積

み
上
げ
る
工
事
を
写
し
た
も
の
で
す
。

「
本
館
」
の
構
造
は
、
外
壁
の
内
側
に

レ
ン
ガ
を
、
外
側
に
石
を
積
み
上
げ
た

石
積
み
レ
ン
ガ
造
り
で
、
レ
ン
ガ
と
石

は
鉄
棒
で
緊
結
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
の

種
類
は
、
一
階
は
「
北き

た

木ぎ

石
」（
注
５
）、

二
階
・
三
階
は
「
白し

ろ

丁
ち
ょ
う

場ば

石
」（
注
6
）

の
二
種
類
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

三
枚
目
の
写
真
（
写
真
８
）
は
、
外
装

工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
段
階
の
も
の

で
す
。
写
真
か
ら
は
や
や
分
か
り
に
く

い
で
す
が
ロ
ビ
ー
吹
き
抜
け
屋
根
が

現
在
と
異
な
っ
て
い
る
の
が
確
認
で

き
ま
す
。
現
在
と
異
な
る
箇
所
に
つ
い

て
は
こ
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か
あ
り
ま

す
の
で
後
ほ
ど
説
明
し
ま
す
。

　

建
物
が
す
べ
て
完
成
し
た
の
は
明

治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
で
す
。

工
事
期
間
は
足
か
け
七
年
に
も
及
び

ま
し
た
（
図
３
）。
も
っ
と
も
、
当
初
は

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
末
に
完

成
す
る
予
定
で
し
た
の
で
、
二
年
以
上

遅
れ
た
わ
け
で
す
。

　

遅
れ
た
理
由
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
に
、
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）
の
濃
尾
大
地
震
が
起
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
震
発
生
時
に

は
既
に
建
物
の
基
礎
は
完
成
し
て
い
ま

し
た
が
、
同
様
の
地
震
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
、
地
上
部
分
の
設
計
を
変

更
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
地
上
二・

三
階
部
分
の
石
積
み
壁
を
薄
く
、
さ
ら

に
ド
ー
ム
の
背
を
低
く
す
る
こ
と
で
、

耐
震
性
を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
工
事
が
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
ま
で
中
断
し
、
完
工

時
期
が
一
年
程
度
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
明
治
二
十
七

年
（
一
八
九
四
）
に
日
清
戦
争
が
始
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
人

や
資
材
の
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
さ
ら
に
一
年
以
上
の
工
期
延
長
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

余
談
と
な
り
ま
す
が
、「
本
館
」
工

事
の
「
建
築
事
務
主
任
」
に
は
、
後
に

日
本
銀
行
総
裁
と
な
る
高
橋
是
清（
注
７
）

が
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
が
思
う
よ
う
に
進し

ん
ち
ょ
く捗

し
な
か

っ
た
と
き
、
高
橋
事
務
主
任
は
工
区
を

四
カ
所
に
分
け
、
別
々
の
親
方
に
請
け

負
わ
せ
ま
し
た
。
期
日
ま
で
に
完
成
し

た
も
の
に
賞
金
を
与
え
、
遅
延
し
た
も

の
に
同
額
の
罰
金
を
科
す
こ
と
に
し

た
と
こ
ろ
み
る
み
る
進
捗
し
た
と
い

 

図 3

上から写真６　明治 24 年 5 月 2 日撮影／写真７　明治 26 年 1 月 8 日撮影／
写真８　明治28年8月14日撮影（いずれも日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真５　明治 23 年 9 月 26 日撮影　新本店「本館」の工事は 9 月 1 日に
地鎮祭を行い着工した。（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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う
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
、
足

か
け
七
年
の
大
工
事
の
落
成
式（
20
ペ
ー

ジ
右
上
写
真
）
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
ま

で
高
い
板
塀
で
隠い

ん
ぺ
い蔽

し
一
夜
で
こ
れ

を
取
り
除
き
ま
し
た
。
地
下
一
階
地
上

三
階
建
て
の
石
積
み
レ
ン
ガ
造
り
の

建
物
が
姿
を
現
し
た
時
、
二
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
来
賓
は
白
い
花か

崗こ
う

岩
の
ま

ぶ
し
さ
と
そ
の
威
容
に
感
嘆
の
声
を

上
げ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
二
十
九
年
当
時
の
建
物
群
を

「
本
館
」
以
外
の
建
物

（
注 

１
）
工
部
大
学
校
（
現
在
の
東
京
大
学
工
学
部
）
の
造

家
（
建
築
）
学
科
教
授
と
し
て
、
辰
野
金
吾
な
ど
の
創
生

期
の
日
本
人
建
築
家
を
育
成
し
、
明
治
以
降
の
日
本
建
築

界
の
基
礎
を
築
い
た
。
鹿
鳴
館
（
明
治
十
六
年
）、
三
菱

一
号
館
（
明
治
二
十
七
年
）
の
ほ
か
、
岩
崎
家
を
は
じ
め

と
す
る
数
多
く
の
財
界
人
の
邸
宅
を
手
掛
け
て
い
る
。

（
注 

２
）
こ
の
敷
地
の
中
核
は
、
旧
幕
政
の
こ
ろ
は
金
銀
吹

立
所
と
世
襲
の
金
改
役
後
藤
家
の
役
宅
が
あ
っ
た
場
所
、

い
わ
ゆ
る
「
金
座
」
の
跡
地
だ
っ
た
。「
金
座
」
は
、
元

禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
こ
の
地
へ
移
り
、
明
治
二
年

二
月
の
造
幣
局
新
設
に
伴
い
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
民
間
に

払
い
下
げ
ら
れ
た
。

（
注   

３
）
第
三
代
日
本
銀
行
総
裁
川
田
小
一
郎
。
明
治
二
十
二

　

 

年
九
月
～
明
治
二
十
九
年
十
一
月
（
逝
去
）
の
間
総
裁
を

務
め
、「
本
館
」
建
設
に
一
番
か
か
わ
り
を
持
っ
た
。

（
注 

４
）
建
物
基
礎
や
地
下
室
を
造
る
た
め
に
地
盤
を
掘
削

す
る
工
事
の
こ
と
。

（
注 

５
）
岡
山
県
笠
岡
市
北
木
島
町
か
ら
産
出
さ
れ
る
花
崗

岩
。

（
注 

６
）
神
奈
川
県
湯
河
原
町
か
ら
産
出
さ
れ
る
安
山
岩
。

花
崗
岩
に
比
べ
て
軟
質
。

（
注 

７
）
第
七
代
日
本
銀
行
総
裁
。
辰
野
金
吾
と
は
唐
津
藩

藩
校
の
教
師
時
代
に
英
語
を
教
え
た
関
係
も
あ
り
、
辰
野

が
長
く
日
銀
建
築
に
か
か
わ
る
の
も
そ
の
深
い
因
縁
に
よ

る
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。

示
し
た
の
が
図
４
（
現
在
の
配
置
図
は
図
５
）

で
す
。
三
年
後
に
完
成
し
た
「（
初
代
）

南
分
館
」
を
除
き
、新
本
店
は
「
本
館
」、

「
西
分
館
」、「
機
械
室
」
の
三
つ
の
建

物
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
9
は
、
西
側
（
常
磐
橋
側
）
か

ら
見
た
も
の
で
す
。右
側
の
建
物
が「
本

館
」、
左
側
の
建
物
が
「
西
分
館
」、
二

棟
の
間
に
見
え
る
塔
状
の
建
造
物
が

「
機
械
室
」
の
煙
突
で
す
。

　
「
機
械
室
」
は
、「
本
館
」
用
の
電
気

や
暖
房
用
蒸
気
を
供
給
す
る
た
め
に

「
本
館
」
建
設
と
並
行
し
て
造
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
西
分
館
」
は
営
業
局
第
二
課
と
し

て
「
本
館
」
の
建
設
途
中
で
増
築
し
た

石
積
み
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
の
建

物
で
す
。
も
っ
と
も
、「
西
分
館
」
の

方
が
「
本
館
」
よ
り
も
早
く
完
成
し
て

い
ま
す
。

　

三
年
後
の
明
治
三
十
二
年
に
は
、
初

代
「
南
分
館
」
も
完
成
し
ま
し
た
。「
本

館
」
完
成
後
に
建
て
ら
れ
た
最
初
の
分

館
で
、
手
形
交
換
所
お
よ
び
横
浜
正
金

銀
行
出
張
店
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

辰
野
金
吾
と
そ
の
教
え
子
で
後
年

建
築
史
家
と
な
る
関
野
貞
の
共
同
設

計
に
よ
る
、
石
積
み
レ
ン
ガ
造
り
二
階

建
て
の
建
物
で
す
（
写
真
10
）。　

　

そ
の
後
も
業
務
の
拡
大
を
受
け
て
、

東
分
館
（
明
治
三
十
四
年
築
）
等
の
付

属
建
物
を
増
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
は
、
そ
ん
な
明
治
大
正
時
代
の

「
本
館
」の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

図４「本館」竣工時の日本橋配置図 写真 9　西側から見た新本店建物（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真10 南分館 （日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図５　現在の日本橋配置図


